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酸性土壌にみられる作物の生育阻害 

- アルミニウムによる細胞伸長阻害・細胞死誘発のメカニズム - 

 

日本学術会議中国・四国地区会議       

連携会員（岡山大学名誉教授）        

山本 洋子   

 

 

植物を育てる上で「良い土」「悪い土」という言葉を耳にします。本稿では、典型的な「悪

い土」である「酸性土壌」について、アルミニウムイオンに着目した根の生育阻害のメカ

ニズムについて、私達の研究結果を中心にご紹介します。 

 

始めに 

まず、植物の生育に必要な養分について整理しておきましょう。植物の生育に必須な無

機のイオンは 14 種類の元素（N, P, K, Ca, Mg, S, Cl, B, Fe, Mn, Zn, Cu, Mo, Ni）か

ら成り、「無機養分」とよばれます。植物は、窒素･リン酸･カリウムといった無機養分を、

水に溶けたイオンの形態で根から吸収し、さらに酸素･水･光があれば、糖質、脂質、アミ

ノ酸、核酸さらには多種多様な二次代謝物等、生育に必要なすべての物質を生合成し、そ

の一生(生活環)を全うすることができる優れものです。さて、これらの無機養分は、窒素

以外は土壌中に含まれる粘土鉱物に由来します。地殻に含まれる金属元素は、多い順に(重

量比)アルミニウム、鉄、カルシウム、ナトリウム、カリウム、マグネシウムと続きますが、

最多のアルミニウムは生育には必要無く、逆に、土壌が酸性化すると水に溶け出し、根に

吸着するとたちまちその伸長を阻害し壊死を誘発する有害なイオンです。すなわち、「酸性

土壌」が「悪い土」と言われる主たる原因は、「酸性土壌」に多く含まれるアルミニウムイ

オンによります。 

環太平洋火山帯に位置する日本には多くの火山があり火山灰性の酸性土壌が広く分布し

ています（渡邉哲弘, 2016）。火山灰土壌は「黒ボク土」とよばれ、ボクボクと柔らかい

ため耕し易く、また通気性･保水性にも優れていますが、一方で作物の生育を著しく阻害す

る毒性の高いアルミニウムイオンを含むことが多いため、アルミニウムに強い茶やブルー

ベリーなどを導入しています。酸性土壌に播種したエンドウの例を示しました（図１）。私

が所属していた研究所(岡山大学資源植物科学研究所)の実験圃場の土(左)と黒ボク土(右)

をポットに入れ、それぞれにエンドウを蒔いて 10 日ほど育てた幼植物ですが、黒ボク土で

育てたものは根の生育が極端に阻害されています。ヘマトキシリンで染色しアルミニウム

イオンを可視化すると、黒ボク土で育てたもののみ根部にアルミニウムイオンが集積して

いることが分ります。ちなみに、エンドウを育てる時に石灰をまきますが、それは酸性土

壌を中和することでアルミニウムイオンの毒性を軽減するためです。 
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学会（ToCCS）の紹介があった。ToCCS は 2017 年 11 月現在約 1400 名の個人会員と、23 の団体

会員及び 10 の賛助会員で構成されており、2018 年の学会テーマである「地域を守る人を、守

る」のもと、「All Tokushima」で 2025 年・2040 年問題に向き合っていくことが併せて紹介さ

れた。あわせて、歯学系教授としての「口腔からの取り組み」の重要性と ICT を用いたプロジ

ェクトの特色について紹介があった。 

 

 

パネルディスカッションの様子 

 

その後のパネルディスカッションでは、フロアから徳島の糖尿病罹患率が高い原因は何かと
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ました。愛媛大学の管理運営については、農学部長を４年担当した後、平成２７年度から、

理事・副学長として社会連携（産学連携、地域連携）を担当しています。産学連携では、

大学の先端的研究と地域産業イノベーションで求められる技術の間の溝を埋めるのが、難

しい課題です。 

 わが国の学術の発展と、地方大学による産業イノベーションの両方に貢献したいと考

えています。 

 

お名前（ふりがな）： 荊木康臣（いばらきやすおみ） 

専 門：農学（農業工学） 

所 属・職名：山口大学大学院創成科学研究科農学系学域 

 

 第 24 期より中国・四国地区会議運営協議会のメンバーに

加えて頂くことになりました山口大学の荊木です。日本学術会

議には、22 期の農学委員会・食料科学委員会合同農学分野の参照基準検討分科会において、

特任連携会員として「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準（農学）」

の策定作業に参加させて頂き、23 期からは連携会員として、農学委員会農業生産環境工学

分科会に所属しています。 

 専門分野は、農業工学で、植物モニタリングや栽培環境調節に関する教育研究に取り

組んでおります。農学は、グローバルな視点を持ちつつ、ローカルな環境に即した課題解

決を模索する学術です。多くの研究が地域と深く関連しており、地方創生・地域再生にお

いて重要な役割を担うと感じております。地区会議の活動では、農学の視点を活かし、学

術と社会を結びつけることに少しでも貢献できればと考えております。皆様、ご指導のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

 

 

お名前（ふりがな）： 加野芳正（かのよしまさ） 

専 門：教育社会学（心理学・教育学分科会、社会学分科会） 

所 属・職名：香川大学教育学部・教授 

 

香川大学の加野です、宜しくお願いします。専門は教育社会

学です。読んで字の通り、教育を社会学的に研究するという学問領域です。教育学とも社

会学とも差異化を図りながら新しいテーマを見つけ、また、研究の方法論を磨いてきまし

た。古い話になりますが、三木内閣で文部大臣をされた永井道雄さんは教育社会学の第 1

世代にあたり、現在、中教審の大学部会などにも多くの仲間が参画しています。私自身は、

子どもの貧困、ジェンダー、いじめなどの社会問題を学校教育に関連づけながら研究して

います。学校教育の問題は学校だけ見ていたのでは理解できないことが多く、グローバル

化やネオリベラリズム 政策など、より大きな社会と関連づけて考える必要があります。

その点で教育社会学の出番は確実に増えています。今は、自然科学が圧倒的に優位な時代
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ですが、日本の学術において人文・社会科学がはたすべき役割と責務は大きいものがあり

ます。日本のアカデミアが知識基盤社会といわれる時代にいかに向き合うのか、そして、

中国四国という地域でどのような貢献ができるのか、微力ながらこのことを考えつつ、職

責を全うしたいと思います。 

 

お名前（ふりがな）： 河田 康志（かわた やすし） 

専 門：蛋白質科学 

所 属・職名：鳥取大学工学研究科長・工学部長 

 

 第２４期日本学術会議の連携会員として，また中国・四国

地区会議の運営協議会メンバーに加えていただくことになりま

した。どうぞよろしくお願いいたします。専門は蛋白質科学，

蛋白質工学，生化学で，第二部会員・基礎生物学委員会で分子

生物学分科会に入りました。ただ，分野が広く，どのような観点から貢献できるのかまだ

よく分かっていないのが現状です。生化学，蛋白質科学の分野では昨今，細胞内でのタン

パク質の凝集が引き起こす神経変性病が注目されています。よく知られているのは，アミ

ロイドβペプチドが脳に沈着して起こる認知症です。長寿である日本では４００万人を越

える人々がこの病気を発症していると言われています。高齢化社会を迎えている我が国と

しては，このようなタンパク質の構造変化による凝集が引き起こす脳神経変性病は大きな

問題です。私はタンパク質の構造形成や凝集抑制に働く分子シャペロンというものの研究

を行っていますので，それを通じて何らかの貢献ができればと思っております。 

 

お名前（ふりがな）： 山本洋子（やまもとようこ） 

専 門：農学 

所 属・職名：岡山大学名誉教授 

 

第 23 期学術会議より連携会員として農学委員会-土壌科学分
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ୖᲄ䚷Ⰻኵ 䐟 ⤒῭Ꮫ 㧗▱ᕤ⛉኱Ꮫ䝬䝛䝆䝯䞁䝖Ꮫ㒊෸ᩍᤵ
す㒓䚷࿴ᙪ 䐡 ໬Ꮫ ᮾி኱Ꮫྡ㄃ᩍᤵ䚸㧗▱ᕤ⛉኱Ꮫྡ㄃ᩍᤵ

䕿 すᲄ䚷㎮⩏ 䐟 ⤒῭Ꮫ ⎔ቃᏛ
㧗▱ᕤ⛉኱Ꮫ⤒῭䞉䝬䝛䝆䝯䞁䝖Ꮫ⩌ᩍᤵ䚸⥲ྜᆅ⌫⎔ቃᏛ◊✲ᡤ
≉௵ᩍᤵ

㑣㡲䚷Ύ࿃ 䐡 ⥲ྜᕤᏛ ᅵᮌᕤᏛ䞉ᘓ⠏Ꮫ 㧗▱ᕤ⛉኱ᏛᏛ㛗≉ู⿵బ
㔝ᔱ䚷బ⏤⨾ 䐠 ೺ᗣ䞉⏕ά⛉Ꮫ 㧗▱┴❧኱Ꮫ๪Ꮫ㛗
༡䚷䚷⿱Ꮚ 䐠 ೺ᗣ䞉⏕ά⛉Ꮫ 㧗▱┴❧኱Ꮫ┳ㆤᏛ◊✲⛉≉௵ᩍᤵ

䈜ᖹᡂ㻞㻥ᖺ㻝㻝᭶⌧ᅾ

ᑓ㛛ศ㔝

ᑓ㛛ศ㔝

ᑓ㛛ศ㔝

ᑓ㛛ศ㔝

ᑓ㛛ศ㔝

ᑓ㛛ศ㔝

 






